
東北薬大は、昭和14（1939）年に「東北薬

学専門学校」として発足、終戦後の昭和24

（1949）年に東北薬科大学として開学した。

建学の基本理念は、「強い意志と柔らかな心

を持つ人材、医療現場からの要請にしっかり

と応え、社会に貢献できる人材を輩出する」

こと。卒業者は既に２万人近くを数え、東

北・北海道を初め全国各地、様々な領域で活

躍している。

来年度から薬学６年制がスタートするが、

同大は薬剤師を目指す６年制学科「薬学科」

（定員は330人）と、薬学の知識を幅広い分野

に生かすことができる人材を育成する４年制

学科「医薬生命科学科（仮）」（50人）を併置

する新体制がとられる。

それら教育の中核となるのが、現在、建設

が進められている新教育研究棟だ。来年２月

に完成の予定であり、10階建てと６階建ての

高層タワーを持つ、新キャンパスのランドマ

ークとなる。これは、「21世紀の薬学教育・

研究をリードする先端的大学の創造」をマス

タープランとして、施設・設備・環境を一段

と充実させる“新キャンパス構想”の一環と

して取り組まれているもの。

この構想は、平成13（2001）年６月の理事

会で決定、その後、マスタープラン精神を生

かした形で施設等の建設を進めるため、企業

から提案型の計画の提示を受け、建設企業を

決める等の具体的な作業を行うと共に、平成

14（2002）年５月に新キャンパス構想委員会

を立ち上げ、21世紀に向けた先端的大学のあ

り方を検討している。

新教育研究棟は創薬科学系、環境衛生学系、

医療薬学系、生命科学系、臨床薬剤学系とい

った分野・フロアごとに、研究室がゾーン化

される点が大きな特徴である。薬剤師の実務

に必要な医療薬学と、それを支える基礎薬学

を融合させ、効率的に学習できるよう工夫さ

れている。

２階には、臨床薬剤学実習センターが設置

される。ここには、薬学生が病院薬局や保険

薬局における長期実務実習へ的確に対応でき

るように、模擬薬局や模擬病室、ＤＩ室、無

菌製剤室、ＴＤＭ室等を備えた実習教育体制

が整えられる。また５階には、ポストゲノム

研究の拠点となる分子生体膜研究所が設置さ

れる予定だ。

このほか、学生教育や生涯教育をサポート

する薬学教育センターや、最新の測定機器が

設置され、大学で行われている生命科学から

創薬科学にわたる最先端の研究を支援する中

央機器センターと、ハイテク・リサーチ・セ

ンターなども設置される。まさに薬学変革の

時代に合わせた、教育研究体制が模索されて

いく。

一方、新キャンパスには、新講義棟が平成

８（1996）年に完成している。ここでは、

160台のパソコンを配備した情報科学センタ

ーが設置されており、全国の薬系大学の中で

もトップクラスの充実度を誇っている。

また、来年からは施設整備の第２期工事と

して、図書館や食堂を含めた厚生施設に着工

する計画だ。創立70周年を迎える平成21

（2009）年までには、新キャンパス全体が完

成予定である。

平成17年９月１日（木曜日） 創刊準備号薬　学　生　新　聞 （５）

「21世紀の薬学教育・研

究をリードする、先端的大

学の創造」を“新キャンパ

ス構想”に掲げ、新しい薬

学教育にチャレンジする東

北薬科大学（宮城県仙台市）

に来年２月、その中核とな

る新教育研究棟が完成す

る。来年４月からの６年制

学生の入学を機に、最先

端・専門的知識ばかりでな

く「強い意志と柔らかな心

を持つ人材」を、新しいキ

ャンパスで育成していく方

針だ。
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薬事日報・薬学生新聞は、薬

学生記者を募集します。

学園祭を初め、キャンパス内

で行われる様々なイベントのレ

ポート、あるいは学生や教職員

を対象とした意識調査の結果な

どを、薬学生新聞の紙面で発表

してみませんか。

テーマは問いません。クラブ

活動等の一環として実施したこ

とでも結構です。採用者には原

稿料を支払います。

希望者は、①記事として掲載した

いテーマ②原稿として仕上げられる

時期③氏名④大学名及び学年⑤連絡

先・電話番号――を明記し、薬事日

報社編集局「薬学生新聞担当」

（E.Mail:yakugakusei@yakuji.co.jp）

までご一報ください。


